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懐
徳
堂
は
、
無
鬼
論
を
唱
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
（
注
l)°

例
え

ば
、
五
井
蘭
洲
は
「
狐
妖
論
」
を
撰
し
て
「
物
怪
」
を
否
定
し
、

竹
山
も
多
く
の
文
章
に
お
い
て
怪
異
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
『
非

徴
』
『
閑
距
餘
筆
』
等
に
お
い
て
、
怪
異
に
対
し
て
融
和
的
な
態
度

を
採
る
荻
生
祖
練
を
口
を
極
め
て
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
竹

山
の
弟
子
で
あ
っ
た
山
片
蝠
桃
が
、
そ
の
著
『
夢
の
代
』
に
お
い

て
、
合
理
主
義
的
思
想
よ
り
鬼
神
や
怪
異
を
否
定
し
た
こ
と
は
夙

に
有
名
で
あ
る
。
懐
徳
堂
の
無
鬼
論
は
、
「
当
代
の
宗
教
・
俗
信
や

祖
練
学
と
の
対
決
の
な
か
で
、
古
代
儒
教
や
朱
子
学
の
鬼
神
観
に

対
す
る
批
判
的
継
承
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
」
（
陶
氏
前
掲
論

文
）
と
さ
れ
る
。
懐
徳
堂
先
哲
は
、
他
学
派
に
対
す
る
学
問
的
な

批
判
と
と
も
に
、
狐
狸
妖
怪
等
の
「
当
代
の
俗
信
」
の
払
拭
に
も

努
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

中
国
研
究
集
刊
岨
号
（
総
五
十
三
号
）
平
成
二
十
三
年
六
月
八
一
ー
九
九
頁

一
、
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
と
ム
ク
リ
コ
ク
リ
と

中
井
竹
山
（
注
2
)

の
和
文
を
集
め
た
『
竹
山
先
生
国
字
贖
』
に
「
ム

ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
と
題
さ
れ
た
文
章
が
見
え
る
。
こ
れ

は
、
時
人
の
口
の
端
に
登
っ
て
い
た
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
な
る
妖

怪
に
関
す
る
短
文
で
あ
り
、
「
答
千
秋
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
丸
川

松
陰
（
千
秋
は
字
）
（
注
3
)

の
質
問
に
答
え
た
も
の
と
分
か
る
。
僅

か
七
百
字
余
り
の
短
文
で
あ
る
が
、
竹
山
の
怪
異
に
対
す
る
態
度

が
よ
く
現
れ
た
文
章
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
ム

ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
の
読
解
及
び
懐
徳
堂
無
鬼
論
と
の
比

較
を
通
し
て
、
竹
山
の
怪
異
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

懐
徳
堂
無
鬼
論
に
お
け
る
中
井
竹
山

本
章
で
は
、
標
題
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
に

つ
い
て
、
暫
く
竹
山
の
記
述
に
沿
っ
て
確
認
し
て
ゆ
<
(
注
4
)
0

「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」

佐

野

大

介
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ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
「
、
大
俗
説
二
、
大
地
ヲ
背
二
負
テ
、
艮

軸
二
潜
伏
ス
ル
大
魚
ト
ャ
ラ
ン
、
大
獣
ト
ャ
ラ
ン
ノ
名
ナ
リ
、

時
有
テ
頭
ヲ
揺
カ
セ
バ
、
東
土
二
地
震
シ
、
尾
ヲ
揺
カ
セ
バ
、

西
土
二
地
震
シ
、
身
ヲ
振
ヘ
バ
、
海
水
淘
涌
シ
テ
、
ツ
ナ
ミ

ト
ナ
ル
ナ
ド
、
（
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
）

ム
ク
リ
コ
ク
リ
は
、
俗
説
に
「
大
地
を
背
負
う
大
魚
」
「
大
獣
」

で
あ
り
、
「
頭
を
震
わ
せ
れ
ば
東
に
地
震
を
起
こ
す
」
「
尾
を
揺
ら

す
と
西
に
津
波
を
お
こ
す
」
よ
う
な
所
謂
妖
怪
の
類
で
あ
る
と
い

う
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
当
時
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
の
名
は
、
庶

民
に
は
何
ら
か
の
妖
怪
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
当

時
の
書
物
に
い
く
つ
か
言
及
が
あ
る
が
、
そ
の
形
状
や
生
態
を
推

測
す
る
に
役
立
つ
記
述
は
多
く
は
な
い
（
注
5)°

僅
か
に
手
懸
か
り

と
な
る
も
の
と
し
て
、
江
戸
期
の
笑
話
集
『
醒
睡
笑
』
に
「
む
く

り
こ
く
り
の
卵
」
と
い
う
話
が
あ
る
。
筋
は
、
「
能
見
物
に
行
っ
た

男
が
餞
頭
を
拾
う
。
天
人
の
卵
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
孵
そ
う
と
あ

た
た
め
て
み
る
」
と
い
う
も
の
。
続
け
て
、

日
を
か
さ
ぬ
れ
ば
青
く
な
る
ま
ま
、
「
天
人
の
玉
子
で
は
な
い
。

む
く
り
こ
く
り
が
玉
子
に
て
あ
ら
う
ず
。
か
ひ
を
わ
ら
ぬ
先

に
殺
せ
」
と
、
雁
股
に
て
お
そ
れ
お
そ
れ
射
き
り
た
り
。
「
さ

れ
ば
こ
そ
申
さ
ぬ
か
、
中
に
黒
血
の
か
た
ま
り
が
候
は
」
。
（
『
醒

睡
笑
』
巻
五
）

と
あ
る
。
鰻
頭
の
中
身
の
餡
を
孵
る
途
中
の
ム
ク
リ
コ
ク
リ
（
黒

血
の
か
た
ま
り
）
と
誤
っ
た
、
と
い
う
笑
い
話
で
あ
り
、
僅
か
に

ム
ク
リ
コ
ク
リ
が
卵
生
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。

管
見
の
及
ぶ
限
り
、
他
に
ム
ク
リ
コ
ク
リ
の
形
状
を
推
測
し
う

る
情
報
と
し
て
は
、
南
方
熊
楠
が
紀
伊
の
モ
ク
リ
コ
ク
リ
伝
承
を

採
集
し
て
、
「
「
モ
ク
リ
コ
ク
リ
」
は
、
麦
畑
中
に
、
た
ち
ま
ち
高

く
た
ち
ま
ち
低
く
、
一
顕
一
消
す
る
、
人
の
形
し
た
る
怪
物
と
信

ず
る
者
あ
り
」
・
「
神
子
浜
に
て
言
う
は
、
誨
様
の
小
獣
‘
麦
畑
に

お
り
、
夜
麦
畑
に
入
る
者
の
尻
を
抜
く
、
と
。
こ
れ
は
田
鼠
と
河

童
を
混
製
し
た
ら
し
い
」
・
「
ま
た
い
わ
く
、
そ
の
細
君
幼
き
時
聞

い
た
は
、
「
モ
ク
リ
コ
ク
リ
」
は
、
水
母
様
の
物
お
お
く
群
れ
て
海

上
に
流
れ
漂
う
の
だ
、
と
」
（
「
『
郷
土
研
究
』
一
至
三
号
を
読
む
」
、

『
続
南
方
随
筆
』
（
『
南
方
熊
楠
全
集
』
第
二
巻
、
平
凡
社
、
一
九

七
一
年
）
）
（
傍
点
引
用
者
、
以
下
同
じ
）
な
ど
と
し
た
も
の
が
あ

る
程
度
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
比
較
的
近
来
の
伝
承
で
あ
る
が
、
「
人

、

た

ち

く

ら

げ

の
形
し
た
る
怪
物
」
「
馳
様
の
小
獣
」
「
水
母
様
の
物
」
な
ど
と
さ

れ
、
そ
の
形
状
は
一
致
し
な
い
。
恐
ら
く
、
紀
伊
の
人
々
に
と
っ

て
は
「
恐
ろ
し
い
も
の
」
と
い
っ
た
観
念
が
あ
る
の
み
で
、
具
体

的
な
形
状
な
ど
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
と
は

ロ
ニ
任
セ
テ
談
ズ
ル
ハ
、
笑
ベ
キ
ノ
甚
タ
シ
キ
ナ
リ
、

ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
）

と
一
笑
に
付
し
て
い
る
。
無
鬼
論
を
唱
え
る
懐
徳
堂
の
学
主
と
し

て
、
当
然
竹
山
は
妖
怪
と
し
て
の
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
の
存
在
を

認
め
な
い
。
た
だ
、
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
な
る
語
を
単
な
る
虚
構
の

妖
怪
の
名
と
し
て
は
お
ら
ず
、
続
け
て
い
わ
ば
そ
の
正
体
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。

是
ハ
後
宇
多
帝
ノ
御
宇
二
、
元
ノ
世
祖
ヨ
リ
、
苑
文
虎
ヲ
将

ト
シ
テ
、
入
寇
シ
タ
ル
時
ノ
了
ナ
リ
、
ソ
ノ
時
京
ニ
テ
モ
鎌

倉
ニ
テ
モ
、
殊
ノ
外
恐
怖
シ
テ
、
諸
祠
諸
刹
ノ
祈
祷
ナ
ド
、

賂
シ
ク
行
ハ
レ
シ
ナ
リ
、
（
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
）

「
元
の
世
祖
よ
り
苑
文
虎
を
将
と
し
て

（「ム

ま
た
、
紀
伊
半
島
の
伝
承
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
ム
ク
リ

コ
ク
リ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
考
慮
す
べ
き
問
題
が
多
い
（
注
6
)
0

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
竹
山
が
ム
ク
リ
コ
ク
リ
の
形
状
に
つ
い

て
書
き
残
し
て
い
る
本
資
料
は
、
当
時
の
人
々
の
ム
ク
リ
コ
ク
リ

の
イ
メ
ー
ジ
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

た
だ
、
竹
山
は
こ
の
よ
う
な
妖
怪
話
を
、

入
寇
し
た
る
時
の
こ
と
」
つ
ま
り
元
寇
（
弘
安
の
役
）
を
指
す
語

で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
見
解
は
特
に
竹
山
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、

知
識
人
に
お
い
て
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

七
月
蒙
古
ノ
兵
船
ノ
コ
ラ
ズ
日
本
ノ
平
壷
嶋
二
著
。
其
ヨ
リ

五
龍
山
ヘ
ウ
ツ
ル
。
築
紫
ノ
武
士
ト
モ
、
待
カ
ケ
テ
合
戦
セ

ン
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
、
八
月
一
日
、
大
風
吹
テ
蒙
古
ノ
船
悉

ク
破
損
ス
。
…
…
又
世
ニ
モ
ク
リ
コ
ク
リ
ト
云
テ
、
ヲ
ソ
ロ

シ
キ
事
二
云
ナ
ラ
ハ
ス
ハ
、
蒙
古
国
裏
「
云
ナ
ル
ベ
シ
。
（
林

鵞
峯
『
王
代
一
覧
』
巻
五
「
宇
多
院
建
治
四
年
」
条
）

も
ろ
こ

後
宇
多
院
の
弘
安
四
年
北
条
時
宗
が
執
権
の
と
き
、

し
、
元
の
世
祖
、
た
び
／
＼
日
本
を
せ
め
け
る
事
あ
り
元
の

国
を
蒙
古
国
と
も
云
な
り
。
世
祖
よ
り
こ
の
か
た
大
元
と
号

せ
り
。
さ
る
に
よ
っ
て
、
む
く
り
こ
く
り
と
い
ふ
ハ
、
蒙
古

国
襄
と
い
ふ
事
の
い
ひ
あ
や
ま
り
な
り
。
（
帥
田
斎
『
籠
耳
』

む
く
り
こ
く
り
の
を
に

第
一
巻
「
蒙
古
国
裏
鬼
」
）

元
寇
を
指
す
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
に
言
及
す
る
資
料
に
お
け
る

漢
字
表
記
に
関
し
て
は
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
に
「
蒙
古
国
裏
」
と

記
す
も
の
と
、
左
の
よ
う
に
「
蒙
古
高
句
麗
」
と
記
す
も
の
と
が

あ
る
。

(83) 



こ
の
二
種
類
の
表
記
に
つ
い
て
竹
山
は
、

こ

く

り

む

世
に
伝
ふ
蒙
古
〔
無
久
利
〕
高
句
麗
〔
古
久
利
〕
合
戦
是
な

り
（
世
伝
蒙
古
〔
無
久
利
〕
高
句
麗
〔
古
久
利
〕
合
戦
是
也
）
。

（
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
十
三
「
蒙
古
高
句
麗
将
攻
日
本
国
」
）

蒙
古
高
句
麗
の
後
宇
多
院
弘
安
四
年
の
秋
蒙
古
国
よ
り
六
万

艘
の
兵
船
を
浮
め
て
日
本
を
攻
。
（
貝
原
益
軒
『
諺
草
』
巻
四
、

二
三
、
武
、
「
蒙
古
高
麗
の
鬼
」
）

春
齋
ノ
王
代
覧
二
、
コ
ノ
「
ヲ
記
セ
ラ
レ
タ
ル
次
二
、
世

ニ
モ
ク
リ
コ
ク
リ
ト
云
テ
、
恐
ロ
シ
キ

1

二
云
ナ
ラ
ハ
ス
ハ
、

蒙
古
國
裏
卜
云

1
ナ
ル
ベ
シ
ト
、
見
ヘ
タ
ル
ハ
、
コ
レ
又
林

氏
ノ
、
今
少
シ
的
説
ヲ
得
ラ
レ
ザ
ル
也
、
（
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ

ノ
説
答
千
秋
」
）

と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
林
鵞
峯
『
王
代
一
覧
』
の
「
蒙
古
国
裏
」

と
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
続
け
て
、
そ
の
理
由
に
関
し

て
、
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
の
名
称
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
「
ム
ク
リ
」

の
部
分
に
つ
い
て
は
、

蒙
古
ハ
元
ノ
本
國
ナ
リ
、
コ
ノ
前
二
、
蒙
古
ヨ
リ
宋
ヲ
滅
ボ

シ
、
國
号
ヲ
元
卜
立
タ
レ
ド
モ
、
ソ
ノ
初
代
ノ
「
ユ
ヘ
、
我

邦
ニ
テ
ハ
、
イ
マ
ダ
元
卜
云

1
ヲ
知
ズ
、
夕
A

蒙
古
ト
ノ
ミ

唱
ヘ
タ
リ
、
蒙
古
ノ
和
称
ハ
、
ム
ク
リ
ナ
リ
ト
、
楊
齋
ノ
訓

蒙
圏
彙
ニ
モ
見
ヘ
タ
リ
、
（
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
）

と
あ
る
。
元
寇
は
元
と
高
麗
と
の
連
合
軍
よ
り
成
っ
て
い
た
が
、

そ
の
う
ち
元
の
本
国
は
「
蒙
古
（
も
う
こ
）
」
で
あ
る
。
我
邦
で
は

「
蒙
古
」
を
「
ム
ク
リ
」
と
言
い
な
ら
わ
し
て
い
た
か
ら
、
つ
ま

り
「
ム
ク
リ
」
と
は
「
蒙
古
」
を
指
す
と
い
う
。
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」

を
「
モ
ク
リ
コ
ク
リ
」
と
称
し
て
い
る
文
献
も
あ
る
が
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
も
、

モ
ク
リ
ム
ク
リ
ハ
、
五
音
通
ニ
テ
、

リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
）

同
シ
了
ナ
リ
、

又
元
人
水
路
二
昧
カ
リ
シ
ュ
ヘ
、
高
麗
二
渡
リ
テ
、
ソ
ノ
人

ヲ
郷
導
ト
シ
、
高
麗
ハ
三
韓
ノ
内
ニ
テ
ハ
、
日
本
卜
中
ノ
ア

シ
キ
國
ユ
ヘ
、
ヤ
ガ
テ
領
掌
シ
、
舟
師
ヲ
興
シ
、
元
ヲ
助
ケ

導
キ
テ
、
推
寄
タ
ル
ナ
リ
、
高
麗
ノ
別
稲
、
高
句
襲
ト
モ
見

と
あ
る
。
次
に
「
コ
ク
リ
」

で
あ
る
が
、

（
「
ム
ク

(84) 



ヘ
タ
リ
、
我
邦
ニ
テ
、
三
韓
ノ
和
称
ハ
、
新
羅
ヲ
、
シ
ラ
ギ
、

百
清
ヲ
、
ク
タ
ラ
ト
唱
へ
、
高
麗
ハ
、
ソ
ノ
別
称
ヲ
用
ヒ
テ
、

カ
ウ
ク
リ
ト
唱
へ
来
リ
、
又
ハ
ヤ
ロ
ニ
轄
ジ
テ
、

モ
云
タ
リ
、
（
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
）

と
あ
り
、
「
コ
ク
リ
」
は
「
高
句
麗
1
1
高
麗
」
の
こ
と
で
あ
る
と
す

る（注
7
)
。
つ
ま
り
、
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
は
「
蒙
古
」
の
「
国
裏
」

の
意
で
は
な
く
、
「
蒙
古
」
と
「
高
句
麗
」
と
の
連
合
軍
の
意
で
あ

る
た
め
、
「
蒙
古
高
句
麗
」
の
記
述
が
正
し
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

世
を
惑
わ
す
怪
異
諏
に
対
し
て
、
合
理
的
な
解
説
を
施
し
た
も
の

だ
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、
こ
の
意
見
も
竹
山
の
独
創
と
は
い
え
ず
、
早
く
は
貝
原

益
軒
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
知
識
人
に
と
っ
て
は

当
然
の
認
識
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

蒙
古
は
元
朝
の
本
の
名
な
り
。
高
句
麗
は
高
麗
の
事
也
。
康

富
記
に
こ
く
り
と
訓
せ
り
。
国
襄
と
書
は
誤
な
り
。
（
貝
原
益

軒
『
諺
草
』
巻
四
、
二
三
、
武
、
「
蒙
古
高
麗
の
鬼
」
）

こ
こ
ま
で
で
、
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
な
る
語
は
「
蒙
古
」
「
高
句

麗
」
の
意
で
あ
り
、
元
寇
を
指
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
で
は
、

な
ぜ
元
来
「
元
寇
」
を
指
す
は
ず
の
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
が
妖
怪

コ
ク
リ
ト

と
あ
り
、
男
は
殺
す
か
生
け
ど
り
、
女
は
手
を
貫
い
て
船
に
結
び

ソ
レ
ユ
ヘ
カ
ノ
一
時
二
、
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ガ
来
ル
ト
テ
、
朝

野
一
統
二
恐
憚
シ
タ
ル
ニ
付
、
（
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千

秋」）

と
あ
る
。
そ
れ
ま
で
ほ
ぼ
外
国
か
ら
の
侵
略
を
受
け
た
事
の
な
か

っ
た
我
邦
に
と
っ
て
、
元
寇
は
非
常
な
恐
怖
の
対
象
で
あ
っ
た
。

蒙
古
高
句
麗
連
合
軍
、
即
ち
ム
ク
リ
コ
ク
リ
の
残
虐
行
為
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
の
一
谷
入
道
の
女

房
に
与
え
た
手
紙
に
、

さ
れ
ど
も
去
文
永
十
一
年
（
太
歳
甲
戌
）
十
月
に
蒙
古
国
よ

り
筑
紫
に
よ
せ
て
有
し
に
、
対
馬
の
者
か
た
め
て
有
し
に
宗

徳
馬
尉
逃
け
れ
ば
、
百
姓
等
は
男
を
ば
或
は
殺
し
、
或
は
生

取
に
し
、
女
を
ば
或
は
取
集
て
手
を
と
を
し
て
船
に
結
付
、

或
は
生
取
に
す
。
一
人
も
助
か
る
者
な
し
。
壱
岐
に
よ
せ
て

も
又
〈
是
く
の
如
し
〉
。
(
「
-
谷
入
道
御
書
」
（
『
平
成
新
修

日
蓮
聖
人
遺
文
集
』
日
蓮
宗
連
紹
寺
不
軽
庵
、
平
成
六
年
）
）

の
名
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

け
て
、

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
続
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つ
け
ら
れ
た
り
生
け
ど
り
に
さ
れ
た
り
さ
れ
、
一
人
も
助
か
る
者

が
い
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、

此
の
手
は
先
づ
佐
渡
の
島
に
付
き
て
、
地
頭
守
護
を
ば
須
庚

に
打
殺
し
、
百
姓
等
は
北
山
へ
に
げ
ん
程
に
、
或
は
殺
さ
れ
、

或
は
生
取
ら
れ
、
或
は
山
に
し
て
死
ぬ
べ
し
。
（
同
右
）

と
、
人
々
が
逃
げ
惑
っ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
残

虐
行
為
が
各
地
に
伝
え
ら
れ
、
「
世
ニ
モ
ク
リ
コ
ク
リ
ト
云
テ
、
恐

ロ
シ
キ
「
二
云
ナ
ラ
ハ
ス
」
（
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
の
説
」
）
と
さ
れ

る
よ
う
に
、
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
な
る
語
が
「
何
か
恐
ろ
し
い
も
の
」

を
意
味
す
る
言
葉
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
『
諺

草
』
に
「
蒙
古
高
麗
の
鬼
」
、
『
籠
耳
』
に
「
蒙
古
国
裏
鬼
」
と
い

っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
先
ず
「
ム
ク
リ
コ
ク

リ
の
鬼
」
と
い
う
言
い
方
が
な
さ
れ
、
後
に
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」

の
み
で
通
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
な
る
語
は
、
泣
く
子
を
脅

し
て
泣
き
止
ま
せ
る
た
め
の
方
便
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ

（注
8
)
0

＜
 

民
間
ニ
テ
、
小
児
ノ
喘
ヲ
止
ル
ニ
モ
、
ソ
レ
ム
ク
リ
コ
ク
リ

ガ
来
ル
ト
テ
、
ヲ
ド
シ
タ
ル
了
ナ
リ
シ
、
（
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ

ノ
説
答
千
秋
」
）

泣
き
や
ま
な
い
子
供
に
対
し
て
、
「
泣
い
て
い
る
と

0
0
が
来
る

よ
」
と
言
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
こ

う
い
っ
た
機
能
は
、
主
と
し
て
妖
怪
を
は
じ
め
と
す
る
「
恐
ろ
し

い
も
の
」
が
果
た
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

小
児
の
喘
く
を
止
る
と
き
、
む
く
り
こ
く
り
の
鬼
が
来
る
と

い
ふ
事
、
…
…
鬼
が
く
る
と
ハ
、
こ
の
夷
賊
を
云
な
り
。
又

い
と
け
な
き
子
を
威
朦
と
き
に
顔
を
し
か
め
て
元
興
寺
と
い

が
ん
ご
う
じ

ふ
事
あ
り
。
む
か
し
大
和
国
元
興
寺
と
い
ふ
寺
に
、
鬼
す
み

て
人
を
な
や
ま
す
と
て
、
世
間
を
さ
ハ
が
し
き
事
あ
り
。
本

朝
文
粋
に
見
え
た
り
。
こ
れ
よ
り
し
て
元
興
寺
と
て
、
顔
を

し
か
め
て
お
ど
せ
ば
、
小
児
な
き
や
む
と
い
へ
り
。
又
小
児

を
す
か
し
ゅ
ぶ
る
と
き
、
虎
狼
来
／
＼
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
。

も
ろ
こ
し
に
て
は
張
遼
来
と
い
へ
ば
、
小
児
な
き
や
む
と
あ

り
。
張
遼
と
い
ふ
も
の
、
た
け
き
兵
に
て
あ
り
し
と
な
り
。

ぜ
ぜ
が
か
ふ

又
日
本
に
て
手
を
く
み
顔
に
あ
て
、
手
々
甲
と
い
ふ
て
小
児

を
お
ど
す
事
も
あ
り
。
予
が
い
と
け
な
き
と
き
、
乳
母
ど
も

う

ぷ

め

が
、
姑
獲
女
が
来
る
と
い
へ
ば
、
み
に
し
み
お
そ
ろ
し
き
子

む
く
り
こ
く
り
の
を
に

お
お
か
り
し
。
（
『
籠
耳
』
第
一
巻
「
蒙
古
国
裏
鬼
」
）
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こ
こ
に
は
泣
く
子
を
骨
し
て
泣
き
止
ま
せ
る
と
い
う
機
能
を
持
つ

も
の
と
し
て
、
動
物
の
「
虎
狼
」
、
人
間
の
「
張
遼
」
、
妖
怪
と
し

て
は
「
む
く
り
こ
く
り
の
鬼
」
「
元
興
寺
」
「
手
々
甲
」
「
姑
獲
女
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
注
9
)
。
さ
ら
に
、
鳥
山
石
燕
の
妖
怪
画
集
『
今

昔
画
図
続
百
鬼
』
（
安
永
八
年
(
-
七
七
九
）
刊
）
に
は
、

も

も

ん

じ

、

も

も

ん

が

百
々
爺
、
未
詳
。
愚
按
ず
る
に
、
山
東
に
模
桐
察
と
称
す
る

も
の
、
一
名
野
襖
と
も
い
ふ
と
ぞ
。
京
師
の
人
小
児
を
怖
し

が

ご

じ

め
て
暗
を
止
む
る
に
元
興
寺
と
い
ふ
。
も
も
ん
ぐ
は
と
が
ご

し
と
、
ふ
た
つ
の
も
の
を
合
せ
て
、
も
も
ん
ぢ
い
と
い
ふ
敗
。

原
野
夜
ふ
け
て
ゆ
き
き
た
え
、
き
り
と
ぢ
、
風
す
ご
き
と
き
、

老
夫
と
化
し
て
出
て
遊
ぶ
。
行
旅
の
人
こ
れ
に
遭
へ
ば
、
か

な
ら
ず
病
む
と
い
へ
り
。
（
『
今
昔
画
図
続
百
鬼
』
巻
之
下

「
明
」
、
「
百
々
爺
」
の
条
）

と
し
て
、
「
百
々
爺
」
「
模
桐
察
」
「
野
襖
」
「
元
興
寺
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
（
注
10)
。
こ
の
「
も
も
ん
ぐ
は
」
は
元
々
動
物
の
モ
モ
ン

ガ
が
小
児
を
脅
す
妖
怪
と
な
っ
た
例
だ
が
、
実
在
の
人
物
が
そ
の

ま
ま
用
い
ら
れ
た
著
名
な
例
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
『
籠
耳
』
で

も
言
及
さ
れ
て
い
た
三
国
魏
の
張
遼
の
例
が
あ
る
。

遼
孫
権
の
囲
む
所
と
な
る
。
遼
囲
み
を
潰
し
て
出
で
、
復
た

コ
ク
リ
」 入

る
。
権
が
衆
破
れ
走
ぐ
。
是
れ
に
由
り
て
江
東
を
威
震
せ

し
む
。
児
喘
き
て
止
む
を
肯
ん
ぜ
ざ
れ
ば
、
其
の
父
母
遼
を

お
ど

以
て
之
を
恐
す
（
遼
為
孫
権
所
囲
。
遼
潰
囲
出
、
復
入
。
権

衆
破
走
。
由
是
威
震
江
東
。
児
暗
不
肯
止
、
其
父
母
以
遼
恐

之
）
。
（
『
太
平
御
覧
』
巻
二
七
九
兵
部
十
引
『
魏
志
』
、
巻
四

八
八
人
事
部
―
二
九
引
『
魏
略
』
）

江
東
の
小
児
暗
く
と
き
、
之
を
恐
し
て
、
遼
来
る
、
遼
来
る
、

と
日
え
ば
、
止
ま
ざ
る
無
し
（
江
東
小
児
喘
、
恐
之
日
、
遼

来
、
遼
来
、
無
不
止
突
）
。
（
『
太
平
御
覧
』
巻
四
三
四
人
事

部
七
五
引
『
魏
書
』
）

張
遼
は
、
孫
権
と
の
戦
い
で
あ
ま
り
に
勇
名
を
馳
せ
た
た
め
人
々

に
恐
れ
ら
れ
、
後
に
江
東
で
は
、
小
児
が
泣
く
と
「
張
遼
が
来
る

ぞ
」
と
言
え
ば
泣
き
止
ま
な
い
者
は
な
い
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
注
11)o

「
恐
ろ
し
い
も
の
」
を
持
ち
だ
し
て
泣
く
子
を
黙
ら

せ
る
と
い
う
習
慣
に
お
い
て
、
そ
の
「
恐
ろ
し
い
も
の
」
が
妖
怪

で
あ
っ
た
り
虎
狼
で
あ
っ
た
り
実
在
の
人
物
で
あ
っ
た
り
す
る
わ

け
で
あ
る
。
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
は
「
恐
ろ
し
い
も
の
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
の
語
の
表
す
も
の
が
実
在
の
集
団
「
蒙

古
高
句
麗
」
か
ら
「
蒙
古
高
句
麗
の
鬼
」
を
経
て
妖
怪
「
ム
ク
リ

へ
と
変
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
注
12)0
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妖
怪
ム
ク
リ
コ
ク
リ
の
機
能
に
関
し
て
、
折
口
信
夫
は
、
「
こ
れ

が
後
に
は
、
蒙
古
と
高
麗
と
の
鬼
が
攻
め
て
来
る
、
と
考
へ
た
の

だ
と
思
は
れ
ま
す
。
さ
う
な
る
と
、
や
は
り
子
ど
も
を
お
ど
か
す

も
の
、
と
い
ふ
事
に
な
り
ま
す
」
（
折
口
前
掲
論
文
）
と
す
る
が
、

で
は
、
当
時
多
く
の
妖
怪
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
な
ぜ
特
に

ム
ク
リ
コ
ク
リ
が
「
泣
き
止
ま
せ
る
」
と
い
う
機
能
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ム
ク
リ
コ
ク
リ
の
原
形
は
元
寇
で
あ
る
が
、
民
衆
の
元
寇
よ
り

の
逃
避
は
凄
惨
を
極
め
た
ら
し
く
、
塙
保
巳
一
は
、

高
麗
船
五
百
艘
登
岐
対
馬
よ
り
下
る
。
人
民
堪
え
ず
し
て
脱

れ
、
妻
子
を
将
て
深
山
に
逃
れ
隠
す
も
、
赤
子
の
泣
声
を
聞

き
て
押
寄
せ
打
殺
さ
る
。
父
母
我
が
命
を
惜
し
み
、
赤
子
を

刺
殺
し
隠
れ
居
る
（
高
麗
船
五
百
艘
自
翌
岐
対
馬
下
。
人
民

不
堪
脱
、
将
妻
子
逃
隠
深
山
、
聞
赤
子
泣
声
押
寄
打
殺
。
父

母
惜
我
命
、
刺
殺
赤
子
隠
居
）
。
（
『
蛍
蝿
抄
』
巻
四
）

と
書
き
記
し
て
い
る
。
赤
子
が
泣
く
と
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
し
ま
う
た
め
、
親
が
己
の
赤
子
を
殺
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

子
殺
し
と
い
う
陰
惨
極
ま
る
行
為
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ

ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
人
々
の
恐
怖
の
大
き
さ
が
想
像
で
き
よ
う
。

元
寇
の
噂
が
伝
わ
る
と
、
京
都
や
鎌
倉
で
も
人
々
は
恐
れ
お
の

客
間
日
く
、
我
が
桑
域
に
は
小
児
喘
き
て
之
を
怖
す
に
、
「
蒙

古
高
句
麗
来
る
」
と
日
え
ば
、
止
ま
ざ
る
者
無
し
。
何
為
の

故
か
。
答
え
て
日
く
、
…
…
我
後
宇
多
天
皇
弘
安
四
年
六
月
、

蒙
古
高
麗
賊
船
登
岐
対
馬
に
至
り
人
を
殺
す
。
嶋
民
山
に
隠

る
。
賊
児
の
喘
く
を
聞
き
て
探
し
之
を
刺
殺
す
。
其
の
悪
無

う

り

よ

ね

い

た

状
斯
る
危
難
に
値
る
。
西
国
耀
を
輸
さ
ず
。
民
に
菜
色
有

り
。
京
鎌
倉
掏
個
た
り
。
小
児
翡
皆
能
＜
喘
く
を
止
め
、
長

大
人
も
落
肝
せ
ざ
る
無
し
。
今
世
に
到
る
も
此
の
怖
畏
を
残

す
者
な
り
（
客
間
日
、
我
桑
域
小
児
喘
怖
之
。
日
蒙
古
高
句

麗
来
、
無
不
止
者
。
何
為
故
。
答
日
、
…
…
我
後
宇
多
天
皇

弘
安
四
年
六
月
、
蒙
古
高
麗
賊
船
至
翌
岐
対
馬
殺
人
。
嶋
民

隠
山
。
賊
聞
児
暗
探
刺
殺
之
。
其
悪
無
状
値
斯
危
難
。
西
国

不
輸
躍
、
民
有
菜
色
。
京
鎌
倉
悔
掏
。
小
児
輩
皆
能
止
暗
、

長
大
人
無
不
落
肝
。
到
干
今
世
残
此
怖
畏
者
也
）
。
（
梅
国
実

政
『
桜
陰
腐
談
』
巻
三
「
蒙
古
高
句
麗
」
）

こ
ち
ら
も
、
「
賊
児
の
喘
く
を
聞
き
て
探
し
之
を
刺
殺
す
」
と
あ
り
、

こ
の
「
蒙
古
高
句
麗
連
合
軍
は
、
子
供
の
泣
き
声
を
た
よ
り
に
逃

げ
た
民
衆
を
捜
し
だ
し
て
刺
し
殺
す
」
と
い
う
噂
が
広
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
噂
を
聞
い
た
「
小
児
翡
」

の
い
た
と
い
う
。
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は
、
「
皆
能
＜
喘
く
を
止
め
」
た
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
泣
く
子

を
殺
す
蒙
古
高
句
麗
連
合
軍
」
が
「
泣
く
子
を
殺
す
妖
怪
」
と
な

り
、
さ
ら
に
「
泣
く
子
を
泣
き
止
ま
せ
る
と
い
う
機
能
を
持
っ
た

妖
怪
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

元
寇
が
終
わ
っ
て
後
、
時
を
経
て
人
々
か
ら
元
寇
の
記
憶
が
薄

れ
て
ゆ
く
と
、
子
供
を
威
し
賭
す
た
め
の
妖
怪
の
名
の
み
が
人
々

の
記
憶
に
残
る
こ
と
と
な
る
。

又
世
ニ
モ
ク
リ
コ
ク
リ
ト
云
テ
、
ヲ
ソ
ロ
シ
キ
事
二
云
ナ
ラ

ハ
ス
ハ
、
蒙
古
国
裏

1
云
ナ
ル
ベ
シ
。
（
林
鵞
峯
『
王
代
一
覧
』

巻
五
「
宇
多
院
建
治
四
年
」
条
）

ソ
ノ
後
物
換
リ
星
移
リ
テ
、
コ
ノ
元
ノ
入
寇
ノ
「
ハ
、
民
間

ニ
テ
誰
モ
知
ヌ
「
ニ
ナ
リ
タ
レ
ド
モ
、
小
児
威
シ
ノ
ム
ク
リ

コ
ク
リ
ノ
ミ
、
人
口
二
残
リ
、
何
カ
ハ
シ
ラ
ズ
、
コ
ハ
キ
「

ノ
名
目
ト
シ
タ
ル
ヲ
、
（
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
）

竹
山
は
最
後
に
、
ム
ク
リ
コ
ク
リ
に
つ
い
て
「
好
事
ノ
者
」
が

無
責
任
な
噂
を
な
が
し
て
「
愚
民
」
を
惑
わ
せ
た
と
し
て
不
快
感

を
示
し
て
い
る
。

好
事
ノ
者
、

ワ
ケ
ノ
シ
レ
ヌ
了
卜
思
ヒ
、

イ
ロ
ノ
＼
猜
度
附

會
シ
テ
、
右
ノ
魚
獣
ノ
説
ナ
ド
ヲ
云
出
シ
、
愚
民
ヲ
惑
ハ
シ
、

一
大
怪
異
ノ
事
ト
ナ
シ
タ
ル
ナ
リ
、
コ
レ
登
憫
笑
ス
ベ
キ
ノ

甚
シ
キ
ニ
非
ズ
ヤ
、
（
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
）

竹
山
は
こ
の
妖
怪
と
し
て
の
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
の
発
生
・
伝
播

を
、
自
然
発
生
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
人
為
的
な
も

の
で
あ
る
と
と
ら
え
、
い
わ
ば
そ
の
犯
人
の
責
を
問
う
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
本
資
料
は
、
単
に
妖
怪
と
し
て
の
ム
ク
リ
コ
ク
リ
の

存
在
が
虚
諦
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
広
め
て
民
衆
を
惑
わ
す
者
に
対
す
る
竹
山
の
不
快
感
を
示
し

た
も
の
だ
と
い
え
る
。

本
章
で
は
、
竹
山
の
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
に
沿
っ

て
近
世
の
ム
ク
リ
コ
ク
リ
に
関
す
る
記
述
を
概
観
し
つ
つ
、
竹
山

の
ム
ク
リ
コ
ク
リ
観
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
、
竹
山
は
当
該
文
の

中
で
、
当
時
妖
怪
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ム
ク
リ
コ
ク
リ
が
、
①
元

寇
に
基
づ
く
こ
と
、
②
表
記
は
「
蒙
古
高
句
麗
」
で
あ
る
こ
と
、

③
小
児
を
威
し
瞭
す
の
に
ム
ク
リ
コ
ク
リ
の
名
が
使
わ
れ
た
こ
と
、

④
元
寇
に
基
づ
く
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
妖
怪
と
し
て
の
名
が
残
っ
た

こ
と
、
を
指
摘
し
、
虚
諜
を
広
め
民
衆
を
惑
わ
す
者
を
糾
弾
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
ム
ク
リ
コ
ク
リ
が
「
泣
く
子
を
裔
す
」
機
能
を
持
つ
の

は
、
「
蒙
古
高
句
麗
連
合
軍
が
、
子
供
の
泣
き
声
を
た
よ
り
に
逃
げ
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た
民
衆
を
捜
し
だ
し
て
刺
し
殺
す
」
と
い
う
噂
が
原
因
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。

二
、
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
執
筆
理
由
と
懐
徳
堂
無

鬼
論
と

で
は
、
竹
山
は
な
ぜ
こ
う
い
っ
た
文
章
を
撰
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
本
章
で
は
、
主
と
し
て
懐
徳
堂
先
哲
の
鬼
神
や
怪
異
に
関
す

る
言
説
・
逸
話
を
収
集
し
た
『
絣
怪
』
を
用
い
て
懐
徳
堂
先
哲
の

無
鬼
論
•
怪
異
観
を
参
考
し
つ
つ
、
竹
山
が
ム
ク
リ
コ
ク
リ
に
つ

い
て
論
じ
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
注
13)0

竹
山
が
わ
ざ
わ
ざ
ム
ク
リ
コ
ク
リ
に
つ
い
て
筆
を
起
こ
し
否
定

し
た
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
竹
山
を
含
め
た
歴
代
懐
徳
堂
関
係

者
が
「
無
鬼
論
」
を
標
榜
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
山

片
蝠
桃
は
、
そ
の
著
『
夢
ノ
代
』
に
お
い
て
、
懐
徳
堂
の
鬼
神
に

対
す
る
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、

三
宅
中
井
ノ
門
ニ
ヲ
ヒ
テ
、
決
シ
テ
鬼
神
二
泥
マ
ザ
ル
也
。

況
ヤ
竹
山
履
軒
両
先
生
ノ
如
キ
卓
越
ノ
大
儒
ニ
シ
テ
、
コ
レ

二
親
炎
シ
テ
聞
ク
コ
ト
ア
ル
ニ
ア
ヅ
カ
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
。
（
『
夢

ノ
代
』
無
鬼
上
第
十
）

ユ
ヘ
ニ
鬼
神
ヲ
論
ズ
ル
人
、
ミ
ナ
イ
マ
ダ
全
ク
コ
ノ
臭
気
ヲ

免
レ
ザ
ル
ナ
リ
。
今
其
全
ク
免
レ
タ
ル
ハ
我
中
井
氏
ノ
門
ノ

ミ
。
ユ
ヘ
ニ
五
尺
ノ
童
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
鬼
神
ノ
説
岡
二
惑
ハ

ザ
ル
ナ
リ
。
（
『
夢
ノ
代
』
無
鬼
上
第
十
）

吾
が
懐
徳
書
堂
の
学
、
狐
狸
雑
怪
に
於
て
、
寸
歩
も
迷
う
弗

く
、
片
言
も
容
る
弗
し
（
吾
懐
徳
書
堂
之
学
、
於
狐
狸
雑
怪
、

寸
歩
弗
迷
、
片
言
弗
容
）
。
（
『
朔
怪
』
朔
信
怪
）

と
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
懐
徳
堂
が
鬼
神
や
怪
異
に
対
し
て
冷
淡

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
「
無
鬼
論
」
と
言
う
と
、
そ
の
中
に
は
、
人
間
の
霊

魂
の
存
在
を
否
定
す
る
思
考
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
葬
祭

論
と
、
世
間
を
騒
が
す
怪
異
（
狐
狸
妖
怪
等
）
に
対
す
る
否
定
と

い
っ
た
二
つ
の
方
向
性
が
包
含
さ
れ
る
。
儒
家
の
興
味
の
対
象
と

な
り
や
す
く
、
学
術
的
な
蓄
積
も
多
い
の
は
前
者
の
霊
魂
に
関
す

る
議
論
で
あ
る
が
、
『
緋
怪
』
に
は
前
者
と
と
も
に
、
怪
異
を
否
定

す
る
懐
徳
堂
先
哲
の
姿
勢
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

竹
山
の
見
解
も
当
然
他
の
懐
徳
堂
関
係
者
と
軌
を
一
に
し
て
お

り
、
『
朔
怪
』
の
付
録
「
吾
痒
先
哲
遺
文
」
に
は
、
多
く
の
竹
山
に

と
述
べ
た
。
並
河
寒
泉
は
『
緋
怪
』
に
於
い
て
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よ
る
無
鬼
に
関
す
る
言
説
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、

荒
木
伯
遷
が
自
作
の
『
土
佐
妖
怪
記
』
『
怪
物
論
』
の
校
閲
を
依
頼

し
て
き
た
際
却
っ
て
荒
木
に
無
鬼
論
を
説
い
た
返
書
、
当
時
不
吉

な
鳥
と
さ
れ
て
い
た
鴎
僻
（
み
み
ず
く
）
を
詠
ん
だ
鴎
膳
賦
、
隕

石
彗
星
に
関
す
る
説
、
人
間
の
霊
魂
に
関
す
る
論
、
荻
生
祖
株
批

判
、
緑
毛
亀
が
吉
祥
で
あ
る
と
の
論
に
対
す
る
批
判
、
夢
に
関
す

る
論
、
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
竹
山
が
こ
の
短
文
を
記
し
た
直
接
の
理
由
と
し
て
は
、

題
名
に
も
あ
る
よ
う
に
、
丸
川
千
秋
の
問
い
が
あ
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
で
は
丸
川
は
な
ぜ
竹
山
に
ム
ク
リ
コ
ク
リ
に
つ
い
て

問
う
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
懐
徳
堂
が
果
た
し
て
い
た
社

会
的
役
割
と
関
わ
り
が
あ
る
。

懐
徳
堂
関
係
者
は
、
明
快
に
怪
異
を
否
定
す
る
態
度
を
採
っ
た

が
、
そ
の
こ
と
は
懐
徳
堂
外
部
に
も
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
。
『
朔

怪
』
に
は
、
た
び
た
び
外
部
の
者
が
懐
徳
堂
に
怪
異
輝
を
持
ち
込

み
判
断
を
仰
い
で
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
学
士
斯
の
話
を
以
て
森
孟
宜
に
語
り
、
且
て
日
く
、
狐
狸

妖
怪
の
事
、
懐
徳
堂
之
を
緋
ず
る
こ
と
、
明
晰
遺
す
無
し
。

…
…
請
う
諸
を
並
河
教
授
に
質
せ
(
-
学
士
以
斯
話
語
森
孟

宜
、
且
日
、
狐
狸
妖
怪
之
事
、
懐
徳
堂
緋
之
、
明
晰
無
遺
、

…
…
請
質
諸
並
河
教
授
）
。
（
『
緋
怪
』
緋
狐
怪
）

備
邸
処
守
奥
田
正
助
一
日
来
り
て
蕉
園
先
生
に
謂
い
て
日
<
‘

…
…
抱
関
入
り
て
報
じ
て
日
く
、
奴
や
天
狗
の
櫻
う
所
と
為

る
、
と
。
果
し
て
之
有
ら
ん
か
。
先
生
日
く
、
是
れ
詐
謀
の

み
（
備
邸
処
守
奥
田
正
助
一
日
来
謂
於
蕉
園
先
生
日
、
…
…

抱
関
入
報
日
、
奴
也
為
天
狗
所
櫻
、
果
有
之
邪
。
先
生
日
、

是
詐
謀
耳
）
。
（
『
緋
怪
』
破
怪
上
）

懐
徳
堂
に
狐
狸
妖
怪
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
、
陶
徳
民
氏
は
、
「
当
時
「
狐
怪
」
が
は
や
っ
て
い
て
、

し
か
も
そ
の
多
く
は
親
族
や
村
落
の
共
同
体
内
部
の
経
済
的
利
害

関
係
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
懐
徳
堂
は
大
坂
に

お
い
て
一
種
の
弁
怪
諮
問
機
構
の
は
た
ら
き
を
し
て
い
た
の
で
あ

る
」
（
「
並
河
寒
泉
の
「
弁
怪
」
論
」
、
『
懐
徳
堂
朱
子
学
の
研
究
』

第
六
章
第
三
節
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
と
し
て
い

る。
こ
の
状
況
は
竹
山
の
頃
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
『
朔
怪
』
に

は
、
竹
山
が
世
間
で
伝
わ
っ
て
い
る
狐
狸
妖
怪
事
件
の
虚
妄
を
正

し
た
と
い
う
事
例
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

竹
山
先
生
某
家
の
女
狸
の
憑
す
る
こ
と
有
る
と
聞
き
、
古
林

子
潜
に
命
じ
、
往
き
診
せ
し
む
。
且
つ
日
く
、
「
是
れ
必
ず
血
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疾
、
狸
何
ぞ
与
ら
ん
や
」
と
。
子
潜
乃
ち
往
き
、
戸
を
啓
け

ば
則
ち
女
逮
然
と
し
て
走
り
出
ず
。
腰
に
鋏
鎖
を
係
け
、
顔

色
垢
黛
、
双
瞳
焚
II
、
散
髪
面
に
被
り
、
頓
坐
し
て
子
潜
を

瞑
む
。
狸
憑
の
名
、
以
て
得
る
所
な
り
。
子
潜
従
容
と
し
て

坐
に
上
り
、
診
て
去
る
。
反
命
し
て
日
く
、
「
果
し
て
先
生
の

言
の
如
し
」
と
（
竹
山
先
生
聞
其
家
女
有
狸
憑
、
命
古
林
子

潜
、
往
診
。
且
日
、
是
必
血
疾
、
狸
何
与
。
子
潜
乃
往
、
啓

戸
則
女
速
然
走
出
。
腰
係
鋏
鎖
、
顔
色
垢
黛
、
双
瞳
焚
II

、

散
髪
被
面
、
頓
坐
瞑
子
潜
。
狸
憑
之
名
、
所
以
得
也
。
子
潜

従
容
上
坐
、
診
而
去
。
反
命
日
、
果
如
先
生
之
言
）
。
（
『
琲

怪
』
破
怪
中
）

或
る
人
竹
山
先
生
に
問
い
て
日
く
、
「
我
に
土
木
場
有
り
。
行

人
伝
え
言
え
ら
く
、
「
毎
夜
鬼
火
有
り
て
場
外
に
旋
転
す
。
必

ず
二
三
更
の
間
に
有
り
」
と
。
我
夜
を
巡
る
も
亦
た
其
の
時
、

而
し
て
未
だ
嘗
て
之
を
見
ざ
る
な
り
。
知
ら
ず
何
の
鬼
焔
な

ら
ん
」
と
。
先
生
問
え
ら
く
、
「
夜
を
巡
り
燭
を
乗
る
か
」
と
。

日
く
、
「
固
よ
り
な
り
」
と
。
日
く
、
「
是
れ
何
に
無
き
や
。

執
る
所
の
燭
光
囲
板
の
孔
綽
に
泄
射
し
、
子
の
歩
を
逐
い
、

旋
転
移
動
し
て
閃
II
た
る
が
如
し
。
孔
を
塞
げ
ば
則
ち
止
む
」

と
。
乃
ち
糊
紙
も
て
之
を
塞
ぐ
。
復
た
鬼
火
を
言
わ
ず
（
或

人
問
於
竹
山
先
生
日
、
我
有
土
木
場
。
行
人
伝
言
、
毎
夜
有

鬼
火
、
旋
転
場
外
。
必
在
二
三
更
間
。
我
巡
夜
亦
其
時
、
而

未
嘗
見
之
也
。
不
知
何
鬼
焔
。
先
生
問
巡
夜
乗
燭
与
。
日
固

也
日
是
無
何
也
。
所
執
燭
光
泄
射
於
囲
板
孔
縛
、
逐
子
歩
、

旋
転
移
動
閃
II
如
也
。
塞
孔
則
止
。
乃
糊
紙
塞
之
。
不
復
言

鬼
火
）
。
（
『
朔
怪
』
破
怪
中
）

第
一
の
例
は
、
狸
憑
き
と
さ
れ
た
女
性
に
関
し
て
、
竹
山
が
そ

の
噂
を
聞
い
た
の
み
で
血
の
病
で
あ
る
と
断
じ
、
果
た
し
て
そ
れ

が
事
実
で
あ
っ
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
所
謂
憑
き
物
は
、
当
時

一
般
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
迷
信
で
あ
り
、
『
緋
怪
』
に
は
他
に
も

狐
が
憑
い
た
と
さ
れ
る
人
に
関
し
て
、
懐
徳
堂
先
哲
が
そ
の
欺
輛

を
暴
く
と
い
っ
た
事
例
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
当
然
竹
山
も
憑
き

物
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
り
、
『
竹
山
先
生
国
字
贖
』
に
収
め
ら
れ

る
「
答
鹿
島
文
宰
書
」
に
は
、
竹
山
の
狐
憑
き
や
犬
神
憑
き
を
否

定
す
る
論
が
見
え
る
（
注
14)o

第
二
の
例
は
、
世
人
が
竹
山
に
、
鬼
火
（
人
魂
）
が
出
る
と
相

談
し
、
竹
山
が
、
そ
れ
は
灯
り
の
周
り
の
部
分
に
穴
が
開
い
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
漏
れ
た
光
が
鬼
火
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
と
答
え

た
と
い
う
話
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
明
快
か
つ
合
理
的
な
解
答
で
あ

り
、
正
し
く
世
間
の
迷
妄
を
正
す
「
弁
怪
諮
問
機
構
」
の
姿
が
示

さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
竹
山
が
本
資
料
を
撰

し
た
理
由
の
―
つ
は
、
懐
徳
堂
伝
統
の
無
鬼
論
に
則
り
、
怪
異
を
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日
本
に
て
手
を
く
み
顔
に
あ
て
、
手
々
甲
と
い
ふ
て
、
小
児

を
お
ど
す
こ
と
も
あ
り
と
い
ふ
こ
と
見
え
た
り
。
（
『
籠
耳
』

第
一
巻
「
蒙
古
国
裏
鬼
」
）

と
い
っ
た
も
の
で
、
先
に
も
挙
げ
た
が

「
手
々
甲
」

は

否
定
し
世
の
迷
妄
を
払
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

も
う
―
つ
、
竹
山
が
特
に
ム
ク
リ
コ
ク
リ
に
反
駁
を
加
え
る
理

由
と
し
て
、
ム
ク
リ
コ
ク
リ
の
名
が
、
大
人
が
小
児
を
脅
す
際
に

用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
に
も
挙
げ
た

『
籠
耳
』
は
、
ム
ク
リ
コ
ク
リ
を
「
小
児
の
喘
く
を
止
る
と
き
、

む
く
り
こ
く
り
の
鬼
が
来
る
」
と
言
う
と
紹
介
し
、
同
様
の
機
能

を
持
つ
妖
怪
と
し
て
、
「
元
興
寺
」
「
手
々
甲
」
「
姑
獲
女
」
な
ど

を
挙
げ
る
（
注
15)
。
こ
れ
ら
の
使
用
法
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
「
元

興
寺
」
は
、

按
ず
る
に
小
児
の
暗
く
有
れ
ば
、
則
ち
傍
人
眼
口
を
張
り
拡

げ
て
自
ら
元
興
寺
と
称
す
。
児
之
を
見
て
怖
れ
て
暗
く
を
止

む
（
按
有
小
児
喘
、
則
傍
人
張
拡
眼
口
自
称
元
興
寺
。
児
見

之
怖
止
喘
）
。
（
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
八
、
人
倫
親
族
部
、

と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
懐
徳
堂
で
は
、
こ
う
い
っ
た

虚
妄
を
以
て
子
供
を
脅
す
よ
う
な
や
り
方
を
一
貰
し
て
否
定
し
て

い
る
。

蘭
洲
五
井
先
生
狐
妖
論
に
日
く
、
…
…
今
夫
の
父
兄
幼
子
童

な
ん
じ

孫
を
誡
め
て
日
く
、
若
窟
に
触
る
勿
れ
、
若
｛
昧
を
駿
か
し
児

を
傷
つ
く
る
勿
れ
、
夜
公
若
に
憑
か
ん
。
若
遠
く
に
遊
び
独

り
行
く
勿
れ
、
稲
神
若
に
魅
せ
ん
、
と
。
敢
て
斥
言
せ
ず
、

推
し
て
夜
公
稲
神
と
為
る
。
之
の
言
耳
に
入
り
心
に
銘
す
。

乃
ち
意
う
天
下
畏
る
べ
し
。
甚
だ
し
き
莫
し
。
若
し
夫
の
腐

虐
の
疾
に
羅
り
、
熱
熾
ん
に
胸
喘
ぎ
、
戦
慄
煩
悶
、
神
乱
れ

言
詭
す
る
や
、
適
た
ま
夜
公
稲
神
を
念
い
、
遂
に
狐
状
を

に
わ

作
し
狐
言
を
作
す
。
父
老
逮
か
に
以
て
狐
憑
と
為
す
（
蘭
洲

五
井
先
生
狐
妖
論
日
、
…
…
今
夫
父
兄
誡
幼
子
童
孫
日
、
若

勿
触
窟
、
若
駿
｛
昧
傷
児
、
夜
公
憑
若
。
若
勿
遠
遊
而
独
行
、

稲
神
魅
若
。
不
敢
斥
言
、
推
為
夜
公
稲
神
。
之
言
入
耳
銘
心
。

乃
意
天
下
可
畏
。
莫
甚
焉
。
若
夫
羅
腐
虐
疾
、
熱
熾
胸
喘
、

戦
慄
煩
悶
、
神
乱
言
詭
也
、
適
念
夜
公
稲
神
、
遂
作
狐
状
造

狐
言
。
父
老
速
以
為
狐
憑
）
。
（
『
辣
怪
』
朔
信
怪
）

凡
そ
誠
を
養
う
の
要
、
之
を
幼
稚
の
日
に
用
う
る
や
、
其
の

も
て

功
大
い
に
多
。
但
た
だ
妄
以
之
を
養
え
ば
則
ち
腐
壊
す
。
衆
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庶
億
兆
の
怪
を
信
ず
る
、
亦
た
是
れ
妄
の
み
。
蓋
し
正
を
厭

い
奇
を
喜
ぶ
は
、
世
の
頑
習
な
り
。
先
入
主
と
為
る
は
人
の

常
情
。
其
の
稚
心
蒙
昧
の
日
に
当
り
、
既
に
之
に
進
る
に
狐

狸
雑
怪
の
妄
を
以
て
す
。
喜
べ
ば
則
ち
之
に
戯
る
に
狐
狸
を

以
て
し
、
喘
け
ば
則
ち
之
を
威
す
に
狐
狸
を
以
て
し
、
笑
う

も
亦
狐
狸
、
怒
る
も
亦
狐
狸
、
起
臥
行
住
、
狐
狸
に
非
ざ
る

莫
き
な
り
。
之
を
舘
す
る
に
奇
を
喜
ぶ
の
習
を
以
て
し
、
之

を
錮
す
る
に
先
入
の
情
を
以
て
す
。
是
こ
に
於
て
や
擬
嬌
腸

内
、
既
に
一
狐
狸
を
胎
棲
す
。
幽
室
昏
庭
、
怯
瞳
の
照
ら
す

所
、
赤
の
狐
に
匪
ざ
る
莫
く
、
黒
の
狸
に
匪
ざ
る
莫
し
。
怯

脆
の
稚
子
、
信
じ
且
つ
怖
れ
ざ
る
を
得
ん
や
。
信
怖
の
腐
誠

も
て

此
こ
に
於
て
や
熟
す
。
是
れ
を
妄
以
養
う
と
謂
う
な
り
。
宜

べ
な
る
や
幼
稚
の
日
、
而
し
て
真
誠
卒
に
腐
敗
す
。
其
の
長

ず
る
に
及
ぶ
や
、
之
を
煽
ぐ
に
腐
鬼
夜
叉
の
妄
を
以
て
し
、

之
を
鼓
す
る
に
天
狗
飛
頭
の
誕
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
夫
の

喜
奇
の
習
い
と
、
先
入
の
情
と
、
信
怖
の
腐
誠
と
、
又
滋
い

よ
熟
す
。
老
に
至
り
党
に
沈
瘤
と
為
り
、
復
た
救
い
薬
す
べ

か
ら
ず
（
凡
養
誠
之
要
、
用
之
幼
稚
日
、
其
功
大
多
。
但
妄

以
養
之
則
腐
壊
。
衆
庶
億
兆
之
信
怪
、
亦
是
妄
已
。
蓋
厭
正

喜
奇
、
世
之
頑
習
。
先
入
為
主
、
人
之
常
情
。
当
其
稚
心
蒙

昧
之
日
、
既
進
之
以
狐
狸
雑
怪
之
妄
、
喜
則
戯
之
以
狐
狸
。

喘
則
威
之
以
狐
狸
、
笑
亦
狐
狸
、
怒
亦
狐
狸
、
起
臥
行
住
、

莫
非
狐
狸
也
。
縮
之
以
喜
奇
之
習
、
錮
之
以
先
入
之
情
。
於

是
乎
擬
嬌
腸
内
、
既
胎
棲
一
狐
狸
焉
。
幽
室
昏
庭
、
怯
瞳
所

焙
、
莫
赤
匪
狐
、
莫
黒
匪
狸
゜
怯
脆
稚
子
、
得
不
信
且
怖
乎
。

信
怖
之
腐
誠
、
於
此
乎
熟
。
是
謂
妄
以
養
也
。
宜
乎
幼
稚
之

日
、
而
真
誠
卒
腐
敗
芙
。
及
其
長
也
、
煽
之
以
腐
鬼
夜
叉
之

妄
、
鼓
之
以
天
狗
飛
頭
之
誕
、
則
夫
喜
奇
之
習
、
先
入
之
情

与
信
怖
之
腐
誠
、
又
滋
熟
。
至
老
党
為
沈
瘤
、
不
可
復
救
薬

突
）
。
（
『
臨
怪
』
碑
信
怪
）

蘭
洲
寒
泉
共
に
共
通
す
る
の
は
、
幼
い
こ
ろ
よ
り
妖
怪
を
以
て

脅
す
よ
う
な
教
育
を
施
し
て
い
る
と
、
妖
怪
が
「
耳
に
入
り
心
に

銘
」
ま
れ
、
「
奇
を
喜
ぶ
の
習
」
「
先
入
の
情
」
を
醸
成
す
る
、
と

い
う
観
念
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
性
情
は
大
人
に
な
っ
て
も

治
ら
ず
、
そ
う
い
っ
た
大
人
が
ま
た
「
狐
状
」
「
狐
言
」
を
再
生
産

し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
狐
狸
妖
怪
と
い
っ
た
世
間
の
迷
妄
を
払

う
に
際
し
て
、
一
っ
―
つ
の
迷
信
俗
信
を
論
破
す
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
迷
信
俗
信
の
発
生
サ
イ
ク
ル
を
断
つ
た

め
に
も
、
幼
児
教
育
に
お
け
る
怪
異
使
用
の
廃
絶
は
、
懐
徳
堂
に

と
っ
て
主
張
し
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
事
案
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
教
育
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
手
段
を
用
い
る
事
は
、
そ

も
そ
も
儒
学
の
教
え
に
反
し
て
い
る
。
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し
め

幼
子
に
は
常
に
視
す
に
証
く
こ
と
母
か
れ
（
幼
子
常
視
母
証
）
。

（
『
礼
記
』
曲
礼
上
）

儒
者
を
以
て
任
ず
る
懐
徳
堂
関
係
者
に
と
っ
て
、
教
育
に
お
け

る
こ
の
様
な
妖
言
を
斥
け
る
こ
と
は
、
庶
民
教
化
の
一
環
で
あ
る

と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
注
16)°

教
化
を
行
な
う
に
は
、
先
ず
我
が

身
を
正
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
め
に
、
世
人
が
妖
怪
で
子
供
を
脅

す
こ
と
を
誡
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
懐
徳
堂
自
身
に
お
い
て
も
狐

狸
雑
怪
を
用
い
て
小
児
を
威
し
膝
す
よ
う
な
行
為
は
当
然
厳
禁
さ

れ
て
い
る
。

乃
ち
恒
に
家
人
を
戒
て
日
く
、
予
が
児
為
る
者
、
暗
笑
喜
怒
、

乗
ず
る
に
狐
狸
雑
怪
を
以
て
す
る
勿
れ
。
必
ず
其
の
喘
怒
を

懲
文
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
宜
く
「
父
母
其
れ
呵
責
す
」
と
言

お
し
う

う
べ
し
。
亦
以
て
児
を
誨
る
に
足
る
。
汝
等
其
れ
之
を
戒
め

よ
（
乃
恒
戒
家
人
日
、
為
予
児
者
、
喘
笑
喜
怒
、
勿
乗
以
狐

狸
雑
怪
。
必
欲
懲
文
其
暗
怒
、
宜
言
父
母
其
呵
責
。
亦
足
以

懸
羹
汝
等
其
戒
之
）
。
（
『
緋
怪
』
緋
信
怪
）

無
鬼
論
を
主
張
し
た
懐
徳
堂
は
、
当
時
一
種
の
「
弁
怪
諮
問
機

関
」
と
い
う
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
こ
で
丸
川
千
秋

が
竹
山
に
ム
ク
リ
コ
ク
リ
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
竹
山
は
、
自
身

の
怪
異
否
定
の
思
想
に
基
づ
き
、
世
間
を
教
化
す
る
た
め
に
こ
れ

を
否
定
す
る
。
竹
山
に
と
っ
て
、
妖
怪
と
し
て
の
ム
ク
リ
コ
ク
リ

の
否
定
は
、
世
の
俗
信
の
打
破
と
い
う
経
世
的
観
点
に
加
え
て
、

怪
異
諦
の
再
生
産
の
阻
止
と
い
う
教
育
的
観
点
の
表
れ
で
も
あ
っ

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

竹
山
に
よ
る
妖
怪
ム
ク
リ
コ
ク
リ
の
否
定
は
、
懐
徳
堂
の
社
会

的
役
割
を
継
承
し
つ
つ
、
懐
徳
堂
の
経
世
的
・
教
育
的
性
格
を
表

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

竹
山
は
、
元
寇
と
い
う
歴
史
事
実
が
忘
れ
去
ら
れ
、
た
だ
妖
怪

と
し
て
の
名
の
み
残
る
ム
ク
リ
コ
ク
リ
に
つ
い
て
、
「
憫
笑
ス
ベ
キ

ノ
甚
シ
キ
」
と
評
し
た
。
だ
が
現
代
で
も
、
元
寇
と
離
れ
た
妖
怪

と
し
て
の
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
の
名
は
現
代
で
は
地
方
の
方
言
や

子
守
唄
に
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
う
（
注
17)°

井
伏
鱒
二
の
『
黒

い
雨
』
に
は
、
原
爆
の
所
謂
キ
ノ
コ
雲
を
指
し
て
「
ム
ク
リ
コ
ク

リ
の
雲
」
と
呼
ぶ
人
が
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
ほ
ん
ま
、
ム
ク
リ

コ
ク
リ
で
が
ん
す
な
あ
」
と
述
懐
す
る
シ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
（
注
1
8
)
0

こ
ち
ら
は
現
代
ま
で
「
恐
ろ
し
い
も
の
」
と
し
て
の
用
法
が
残
っ

た
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
岩
井
正
浩
氏
・
上
西
律
子
氏
・

坂
井
康
子
氏
・
篠
原
真
紀
子
氏
・
桜
井
寛
氏
は
、
四
万
十
川
流
域

お
わ
り
に

(95) 



注 お
伊
勢
外
宮
の
神
祭
り
、
伊
勢
の
内
宮
の
神
祭
り
、
む
く
り

こ
く
り
を
平
ら
げ
て
、
神
代
君
代
の
国
々
を
、
千
里
の
末
ま

で
豊
に
て
、
老
若
男
女
気
勢
に
て
、
栄
え
栄
え
る
目
出
度
さ

よ
、
（
「
四
万
十
川
上
・
中
流
域
の
く
ら
し
と
音
楽

[
W
]
_

高
知
県
幡
多
郡
西
土
佐
村
半
家
地
区
ー
」
、
『
神
戸
大
学
発
達

科
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
九
五
年
）

と
い
う
歌
詞
を
収
集
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
平
ら
げ
て
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
原
義
と
し
て
の
「
蒙
古
高
句
麗
連
合
軍
」
の
義
を
い

く
ら
か
残
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
の
様
々

な
意
味
合
い
が
完
全
に
失
わ
れ
た
訳
で
は
な
い
こ
と
の
一
証
左
と

い
え
よ
う
。

(
1
)
懐
徳
堂
の
無
鬼
論
に
つ
い
て
は
、
陶
徳
民
氏
「
無
鬼
論
」
（
『
懐
徳

堂
朱
子
学
の
研
究
』
第
六
章
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）

に
詳
し
い
。

(
2
)
懐
徳
堂
四
代
目
学
主
。
名
は
積
善
、
字
は
子
鹿
、
通
称
は
善
太
、

号
は
竹
山
、
同
関
子
、
渫
翁
な
ど
。
一
七
三

0
年
生
、
一
八

0
四
年

に
伝
わ
る
伊
勢
躍
り
の
御
祈
祷
と
し
て
、

没
。
懐
徳
堂
の
黄
金
期
を
築
い
た
。
父
は
中
井
梵
庵
。
著
書
に
『
非

徴
』
『
逸
史
』
『
草
茅
危
言
』
な
ど
。

(
3
)

「
江
戸
中
期
の
備
中
新
見
藩
の
藩
僑
。
中
井
竹
山
時
代
の
懐
徳
堂
門

人
。
・
：
・
・
・
名
は
茂
延
、
字
は
千
秋
、
通
称
は
一
朗
、
号
は
松
陰
」
（
湯

浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
「
丸
川
松
陰
」
条
、
大
阪
大
学
出
版
会
、

二
0
0
一年）

(
4
)

「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
の
底
本
と
し
て
、
手
稿
本
『
竹
山

先
生
国
字
韻
』
（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
を
用
い
た
。
『
竹
山
先

生
国
字
韻
』
は
『
懐
徳
堂
遺
書
』
第
一
三
巻
、
第
一
四
巻
（
懐
徳
堂

記
念
会
編
、
明
治
四
四
年
）
に
活
字
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
稿

に
は
、
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千
秋
」
を
全
十
一
条
に
分
け
原
文
の

順
序
通
り
引
用
す
る
。
本
稿
は
引
用
部
も
含
め
基
本
的
に
新
字
を
用

い
る
が
、
翻
刻
と
し
て
の
用
途
を
考
え
、
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
ノ
説
答
千

秋
」
の
み
手
稿
の
字
体
を
活
か
し
て
あ
る
（
印
刷
の
都
合
上
、
合
字

の
み
「
ド
モ
」
に
分
解
）
。

(
5
)
近
世
文
献
資
料
の
ム
ク
リ
コ
ク
リ
に
関
す
る
言
及
や
現
代
各
地
に

残
る
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
語
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
片
倉
積
氏
「
蒙

古
襲
来
の
影
響
に
関
す
る
研
究
」
（
『
日
本
人
の
ア
ジ
ア
観
』
第
II
章

第
二
節
、
明
石
書
店
、
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い
。

(
6
)
南
方
前
掲
論
文
や
柳
田
国
男
「
妖
怪
古
意
」
（
『
妖
怪
談
談
』
、
講
談

社
、
一
九
七
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
「
モ
ク
リ
コ
ク
リ
」

は
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
と
同
じ
（
後
述
）
。

(96) 



(
7
)
三
国
時
代
の
「
高
句
麗
」
は
後
に
「
高
腿
」
と
称
し
、
中
国
や
我

邦
も
そ
の
名
称
を
承
認
し
た
（
和
称
は
「
高
麗
（
こ
ま
）
」
。
現
在
、

王
氏
高
麗
と
区
別
し
て
一
般
的
に
「
高
句
麗
」
表
記
を
用
い
る
）
。
た

め
に
王
氏
高
麗
が
成
立
し
た
後
も
、
地
域
名
と
し
て
「
高
句
麗
」
と

「
高
麗
」
と
は
混
用
さ
れ
て
い
た
。

(
8
)
泣
く
子
を
背
す
た
め
の
妖
怪
と
し
て
の
ム
ク
リ
コ
ク
リ
を
民
族
学

的
に
考
察
し
た
も
の
に
、
柳
田
前
掲
論
文
・
折
口
信
夫
「
春
来
る
鬼
」

（
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
五
巻
、
中
央
公
論
新
社
、
一
九
六
七
年
）

が
あ
る
。
共
に
ム
ク
リ
コ
ク
リ
の
発
生
に
つ
い
て
、
元
寇
の
恐
怖
と

他
の
妖
怪
と
が
混
同
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

(
9
)
底
本
の
「
虎
狼
来
」
に
は
、
右
側
に
「
こ
ろ
ろ
ん
」
左
側
に
「
と

ら
お
ほ
か
み
き
た
り
」
と
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。

(10)
折
口
信
夫
も
子
供
を
骨
す
た
め
の
妖
怪
に
つ
い
て
、
「
そ
れ
を
も
う

こ
と
称
し
た
こ
と
が
、
も
く
り
こ
く
り
の
鬼
が
来
る
、
と
い
ふ
語
を

生
み
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ち
よ
う
ど
、
海
か
ら
仇
を
し
に
来
る

も
の
、
す
な
は
ち
、
蒙
古
の
襲
来
の
事
を
考
へ
て
ゐ
る
様
で
す
が
、

も
く
り
こ
く
り
に
は
、
き
っ
と
何
等
か
の
外
の
意
味
が
あ
る
と
思
は

れ
ま
す
。
こ
れ
が
後
に
は
、
蒙
古
と
高
麗
と
の
鬼
が
攻
め
て
来
る
、

と
考
へ
た
の
だ
と
思
は
れ
ま
す
。
さ
う
な
る
と
、
や
は
り
子
ど
も
を

お
ど
か
す
も
の
、
と
い
ふ
事
に
な
り
ま
す
。
醤
へ
ば
、
が
ご
ぜ
と
い

ふ
目
に
特
徴
の
あ
る
鬼
、
も
A

ん
が
あ
と
い
ふ
両
手
を
拡
げ
て
口
に

特
徴
の
あ
る
物
、
か
う
し
た
子
ど
も
を
お
ど
か
す
も
の
と
‘
―
つ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
も
と
は
、
小
正
月
の
行
事
の
印
象
か
ら
出

て
居
る
も
の
と
思
は
れ
ま
す
（
傍
点
マ
マ
）
」
（
折
口
前
掲
論
文
）
と

し
て
い
る
。

(11)

他
に
も
主
体
を
異
に
す
れ
ど
も
似
た
内
容
の
記
述
と
し
て
、
「
宋
質

直
咽
を
破
り
威
名
有
り
。
児
喘
け
ば
、
之
を
恐
せ
ば
即
ち
止
む
（
宋

質
直
破
南
有
威
名
、
児
暗
、
恐
之
即
止
）
」
（
『
太
平
御
覧
』
巻
二
七
九

兵
部
十
引
『
徴
煙
実
録
』
）
、
「
淮
油
の
間
、
童
児
の
暗
く
者
に
、
之
を

恐
し
て
云
え
ら
く
、
楊
大
眼
至
る
、
と
。
立
止
せ
ざ
る
無
し
（
淮
酒

之
間
、
童
児
喘
者
恐
之
云
楊
大
眼
至
。
無
不
立
止
）
」
（
『
太
平
御
覧
』

巻
四
三
六
人
事
部
七
七
「
勇
」
四
引
『
後
魏
書
』
）
、
「
淮
油
の
人
、
其

の
名
を
称
し
て
以
て
小
児
の
喘
く
を
止
む
（
淮
洒
之
人
、
称
其
名
以

止
小
児
暗
）
」
（
『
太
平
御
覧
』
巻
七
六
六
雑
物
部
一
引
『
後
魏
書
』
）
、

「
淮
洒
荊
河
の
間
、
童
児
の
喘
く
者
有
る
と
き
、
之
を
恐
し
て
楊
大

眼
至
る
と
云
え
ば
、
即
ち
止
ま
ざ
る
無
し
（
淮
洒
荊
汚
之
間
、
有
童

児
暗
者
、
恐
之
云
楊
大
眼
至
無
不
即
止
）
」
（
『
魏
書
』
巻
七
三
、
楊
大

眼
伝
）
な
ど
が
あ
る
。

(12)
ム
ク
リ
コ
ク
リ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
日

本
大
辞
典
刊
行
会
編
、
小
学
館
、
昭
和
五
一
年
）
に
、
「
む
く
り
I

こ

く
り
【
蒙
古
高
句
麗
】
三
蒙
古
（
も
う
こ
）
と
高
句
麗
（
こ
う
く
り
）
。

ま
た
、
単
に
蒙
古
の
称
。
回
[
名
]
（
元
寇
の
時
ヽ
蒙
古
と
高
句
麗
の

連
合
軍
が
来
襲
し
た
際
、
「
蒙
古
（
む
く
り
）
・
高
句
麗
（
こ
く
り
）

の
鬼
が
来
る
」
と
言
っ
て
恐
れ
、
子
ど
も
を
泣
き
や
ま
せ
る
時
に
言
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っ
た
語
か
ら
）
①
鬼
。
ま
た
、
恐
ろ
し
い
も
の
の
た
と
え
。
②
無
理

非
道
な
こ
と
。
理
不
尽
な
こ
と
。
（
引
用
略
）
」
（
第
十
巻
、
二
九
頁
）

と
あ
る
。
ま
た
片
倉
氏
は
多
く
の
辞
典
を
挙
げ
、
「
一
般
に
、
ム
ク
リ

コ
ク
リ
（
む
く
り
こ
く
り
）
な
る
語
に
つ
い
て
は
、
『
増
補
但
言
集
覧
』

を
は
じ
め
、
各
種
の
辞
典
類
に
一
項
を
設
け
て
、
そ
の
由
来
と
意
味

に
つ
い
て
ほ
ぼ
大
同
小
異
の
解
説
を
加
え
て
い
る
」
（
片
倉
氏
前
掲
論

文
）
と
し
て
い
る
。

(13)

『
緋
怪
』
と
は
、
「
並
河
寒
泉
が
、
怪
異
鬼
神
・
狐
狸
妖
怪
の
存
在

を
否
定
し
、
そ
の
迷
妄
を
解
き
明
か
す
目
的
で
著
し
た
も
の
で
、
懐

徳
堂
の
特
徴
的
思
想
「
無
鬼
論
」
を
伝
え
る
書
物
」
（
『
懐
徳
堂
事
典
』

「
琲
怪
」
条
）
と
さ
れ
る
。
懐
徳
堂
関
関
係
者
に
よ
る
怪
異
否
定
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
懐
徳
堂
関
係
者
の
無
鬼
論
や
怪
異
否
定
に
関
す
る

文
章
を
抄
録
す
る
。
『
緋
怪
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
並
河
寒
泉
『
緋

怪
』
慕
刻
（
一
）
」
（
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

0
0
四
、
平
成
十
六

年
二
月
）
、
拙
稿
「
並
河
寒
泉
『
琲
怪
』
雛
刻
（
二
）
」
（
『
懐
徳
堂
セ

ン
タ
ー
報
』
二

0
0六
、
平
成
十
八
年
二
月
）
、
拙
稿
「
並
河
寒
泉
『
緋

怪
』
雛
刻
（
三
）
」
（
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

0
0七
、
平
成
十
九

年
二
月
）
、
拙
稿
「
並
河
寒
泉
『
緋
怪
』
雛
刻
（
四
）
」
（
『
懐
徳
堂
セ

ン
タ
ー
報
』
二

O
O八
、
平
成
二
十
年
二
月
）
に
翻
刻
を
載
す
。

(14)

「
答
鹿
島
文
宰
書
」
（
『
竹
山
先
生
国
字
阻
』
大
阪
大
学
付
属
図
書
館

蔵
）
。
こ
こ
で
竹
山
は
程
子
の
言
（
『
河
南
程
氏
外
書
』
「
附
東
見
録
後
」
）

を
引
き
、
憑
き
物
を
見
る
人
に
つ
い
て
「
目
病
」
「
心
病
」
と
評
し
て

い
る
。

(
1
5
)『嬉
遊
笑
覧
』
巻
六
下
・
『
世
事
百
談
』
「
児
喘
を
止
る
諺
•
手
々
甲
」

な
ど
に
も
引
か
れ
る
。

(16)
林
羅
山
も
教
育
に
お
け
る
嘘
の
使
用
に
つ
い
て
弟
子
の
質
問
に
答

え
て
、
「
問
テ
云
、
然
ラ
バ
小
児
ヲ
ス
カ
ス
ト
云
フ
「
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ

ザ
ル
照
。
小
児
ノ
喘
泣
シ
テ
ヤ
マ
ザ
ル
ヲ
ヤ
メ
ン
タ
メ
ニ
、
黄
ナ
ル

木
ノ
葉
ヲ
ト
リ
テ
黄
金
卜
名
ケ
、
コ
レ
ヲ
与
ヘ
テ
ナ
カ
シ
メ
ザ
ル
ヲ

黄
葉
止
喘
卜
云
フ
ユ
I
リ
。
或
ハ
鬼
面
ヲ
カ
リ
テ
ヲ
ド
シ
テ
、
其
ム

ツ
ガ
リ
ヲ
止
ム
ル
コ
モ
ア
リ
。
コ
レ
ハ
イ
カ
ゞ
侍
ラ
ン
。
答
テ
云
、

黄
葉
止
喘
ノ
タ
ト
ヘ
ハ
、
仏
書
ヨ
リ
出
デ
タ
リ
。
張
遼
止
喘
卜
云
フ

ノ
類
ナ
リ
。
張
遼
カ
タ
チ
ア
ヤ
シ
キ
人
ナ
リ
ケ
レ
バ
、
其
人
ノ
来
ル

ヲ
聞
イ
テ
小
児
暗
泣
セ
ズ
、
オ
ソ
レ
テ
喘
ヲ
止
ム
ル
ハ
、
張
遼
鬼
面

ノ
類
ナ
リ
。
喜
ン
テ
喘
ヲ
止
ム
ル
ハ
黄
葉
ノ
金
ナ
リ
。
父
母
乳
母
ノ

云
フ
コ
プ
キ
カ
ズ
、
或
ハ
毒
物
ヲ
食
ハ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
此
ハ
カ

リ
ゴ
ト
ヲ
以
テ
ス
コ
七
ア
ル
ベ
シ
。
コ
レ
ハ
一
旦
ノ

T
ナ
リ
。
平
生

ノ
ヲ
シ
ェ
ニ
ア
ラ
ズ
。
平
生
ノ
ヲ
シ
ヘ
ハ
、
夕
ゞ
イ
ッ
ハ
リ
ナ
ク
ア

ザ
ム
カ
ザ
ル
ヲ
ヨ
シ
ト
ス
ル
ナ
リ
。
或
ハ
又
タ
ト
ヒ
ヲ
ド
シ
ス
カ
ス

ト
モ
、
父
母
乳
母
真
実
ニ
ョ
ク
ヲ
シ
ヘ
バ
、
十
二
九
ハ
シ
タ
ガ
フ
ベ

シ
。
必
シ
モ
黄
莱
鬼
面
ヲ
用
フ
ベ
カ
ラ
ズ
」
（
『
儒
門
思
問
録
』
巻
第

一
下
）
と
す
る
。
こ
こ
で
は
小
児
を
喜
ば
せ
る
嘘
と
し
て
「
黄
葉
止

蹄
」
、
西
す
た
め
の
嘘
と
し
て
、
『
籠
耳
』
で
も
挙
っ
て
い
た
「
張
遼

鬼
面
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
羅
山
は
こ
れ
ら
を
「
一
旦
の
こ
と
」
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と
し
て
条
件
付
き
で
認
め
つ
つ
も
、
「
平
生
の
お
し
え
」
は
「
た
だ
偽

り
な
く
欺
か
ざ
る
を
よ
し
と
す
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。

(17)

柳
田
・
片
倉
氏
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。

(18)

「
何
雲
で
す
か
な
あ
。
鉄
橋
の
手
前
の
人
た
ち
の
な
か
に
、
ム
ク
リ

コ
ク
リ
の
雲
と
云
う
と
る
人
が
お
り
ま
し
た
。
ほ
ん
ま
、
ム
ク
リ
コ

ク
リ
で
が
ん
す
な
あ
」
（
井
伏
鱒
二
『
黒
い
雨
』
新
潮
社
、
昭
和
四
五

年
、
六
四
頁
）
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